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【
消
防
団
長
・
副
団
長
】

吉
岡
団
長
は
、
南
陽
消
防
団
の
歴
史
、
伝
統
を
重
視
し
、

そ
の
豊
富
な
知
識
と
経
験
を
持
っ
て
団
員
8
0
人
に
対
し
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
、
3
人
の
副
団
長
と
連
携
し
て

消
防
団
の
運
営
と
団
員
指
導
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
サ
ポ
ー
ト
役
の
ひ
と
り
で
あ
る
橋
本
副
団
長
は
、

神
社
や
仏
閣
の
純
日
本
建
築
は
も
と
よ
り
、
名
古
屋
城
本

丸
御
殿
普
請
に
も
関
わ
り
を
も
つ
伝
統
を
引
き
継
ぐ
匠
の

宮
大
工
を
し
て
い
ま
す
。
詰
所
内
部
に
は
そ
の
技
術
が
活

か
さ
れ
た
部
材
が
あ
り
ま
す
。

吉
岡
団
長

橋
本
副
団
長

【
南
陽
学
区
】

南
陽
学
区
は
、
名
古
屋
市
港
区
の
西
南
に
位
置
し
学
区

内
に
新
川
、
庄
内
川
、
日
光
川
が
あ
り
、
名
古
屋
港
に
も

直
接
関
わ
り
を
持
つ
地
域
で
す
。
伊
勢
湾
台
風
を
は
じ
め
、

近
年
の
ゲ
リ
ラ
豪
雨
や
台
風
等
の
水
害
の
リ
ス
ク
に
常
に

悩
ま
さ
れ
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
発
生
時
に
は
、
津
波
に
よ

り
被
害
を
受
け
る
と
予
想
さ
れ
る
地
域
で
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
学
区
面
積
の
3
分
の
1
を
田
畑
が
占
め
、
昔
か

ら
日
常
的
に
野
焼
き
が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
不
始
末
に

よ
る
出
動
も
年
に
数
回
あ
る
た
め
、
そ
の
関
係
者
の
方
に

は
根
気
よ
く
注
意
指
導
を
す
る
必
要
が
あ
る
地
域
で
す
。

【
消
防
団
活
動
】

私
共
、
南
陽
消
防
団
の
活
動
拠
点
は
、
5
年
前
に
新
し

く
な
っ
た
団
詰
所
で
す
。
全
団
員
8
0
人
分
の
活
動
用
資
機

材
、
各
種
教
養
等
は
、
全
て
こ
の
詰
所
で
管
理
、
実
施
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
広
い
会
議
室
を
利
用
し
て
、
毎
月
2

回
、
港
区
消
防
団
連
合
会
が
誇
る
ラ
ッ
パ
隊
の
練
習
場
と

し
て
活
用
し
た
り
、
詰
所
前
の
屋
外
に
お
い
て
各
種
災
害

へ
の
対
応
に
向
け
た
訓
練
、
車
庫
内
で
は
、
毎
月
の
可
搬

式
ポ
ン
プ
の
点
検
を
は
じ
め
、
ポ
ン
プ
車
・
広
報
車
・
照

明
車
計
3
台
の
車
両
整
備
を
し
ま
す
。
消
防
団
員
に
と
っ

て
こ
の
詰
所
の
存
在
は
大
き
く
、
活
動
す
る
上
で
大
変
励

み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
消
防
団
員
の
中
に
は
、
学
区
の
　
「
お
や
じ
の

会
」
に
所
属
す
る
人
も
多
く
、
学
区
内
の
児
童
及
び
生
徒

た
ち
へ
防
火
・
防
災
啓
発
活
動
を
行
な
っ
た
り
、
地
域
住

民
と
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
中
で
住
民
主
体
の
、

自
主
防
災
訓
練
を
九
町
内
単
位
で
順
番
に
実
施
す
る
な
ど
、

日
夜
を
問
わ
ず
団
員
た
ち
は
、
学
区
内
の
安
心
安
全
に
備

え
て
い
ま
す
。

南
陽
消
防
団
の
モ
ッ
ト
ー
で
あ
る
「
地
域
に
愛
さ
れ
、

親
し
ま
れ
、
頼
ら
れ
る
消
防
団
」
を
目
指
し
て
、
こ
れ
か

ら
も
団
員
8
0
人
の
力
を
合
わ
せ
、
学
区
と
連
携
を
深
め
な

が
ら
様
々
な
活
動
を
展
開
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。


